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Abstract
This paper clarifies how dropout predictive factors affected the students who dropped out in 
the first year, and what kind of “pull factor” there was for students who lead unstable school lives. 
Through this research, this paper aims to consider educational approaches to support them.
From the results of the analysis, the following three points were presented as points of consid-
eration. First, since the dropout predictive factors were becoming risk factors at the stage when 
their dropout was close by, it is important that there is greater understanding of the influence of 
dropout predictive factors on students, who lead unstable school lives, based on their individual-
ity. Especially in the period when the dropout predictive factors become high-risk, there is a need 
to understand their support needs and to seek flexible approaches for them.
Second, there is the possibility that the strong influence of dropout predictive factors in the first 
year will destabilize their school lives afterwards, and that the relationships and social resources 
which support students who have a high risk of dropout in the first year are relatively poor. 
Therefore, further investigation to reveal how they lead their school or social lives should be 
sought before expecting their school adaptation.
Third, it is confirmed that the significance of schools and teachers playing a role in supporting 
the students who dropped out in the first year or who lead unstable school lives will be particu-
larly great if the actual conditions concerning them are taken into consideration. In other words, 
the educational approaches of teachers who accept the students who are at some disadvantage will 
prevent them from dropping out of high school, and make their school lives better, and further-
more, support their transition to adulthood.
不安定な学校生活を送る生徒を支えるための教育的対応に関する考察






国立教育政策研究所紀要　第 147 集　　平成 30 年 3 月




























「第 4 回　高等学校中途退学追跡調査」の結果を見れば、調査対象者の 62.8％が 1 年時での中退
を経験しており、中退のタイミングは経年的に見ても早期化していることがうかがえる（埼玉県
教育委員会　2016，p. 43）。そして、国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センターの「高
校生生活調査」によれば、中退者が 1 年時の 1 学期間に学校への肯定的な回答を示さなくなって






































の尺度を用いることとする（表 1）。ここで「学校満足感」を構成する項目の α 係数は、全ての
























て確認する。なお同データ上にて 1 年時の中退者（226 人）は、3 年間の全中退者（437 人）の
うちの 51.7％を占めており、4 月（wave1）まで回答した中退者は 128 人、7 月（wave2）までの
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F値 12.95*** 3.54† 3.44* 1.80
多重
比較
非中退者<1年4月までの中退者 なし 非中退者<1年11月までの中退者 なし
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1年4月までの中退者 1年7月までの中退者 1年11月までの中退者 1年2月までの中退者 非中退者
図 4　1 年時の中退者別の「話し相手（友人）」の推移と、非中退者との差
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が低く、「健康状態」も悪かった生徒であり、具体的には、1 年時の 4 時点のうちで 1 度でも、「学
校満足感」が 8 点以下でありかつ「健康状態」が 22 点以上であった経験を持つ非中退者を、「中
退リスク群」（1822 人）として抽出した。
以下では、彼らの 3 年間の学校生活をその他の非中退者である「非リスク群」（10713 人）と比
較して分析していく。なお 1 年時に中退リスク群と同様の「学校満足感」と「健康状態」を示し





状態」は 1 年時の 2 月（wave4）において最も危険な水準に達しながらも、2 年時の 4 月（wave5）
以降徐々に良好なものとなっていき、3 年時の 11 月（wave11）までに非リスク群の水準に近づ
いていったことが見て取れる。しかしながらその差は、3 年間を通して一定程度開いており、中
退リスク群の水準は 1 年時に中退した者の水準（図内の破線）とも同程度であったことが図から
はうかがえる。これらより、彼らが 1 年時に経験した学校生活の不安定さは、3 年間のうちに解
消されるには至らなかったことが推察できる。なお t 検定の結果より、図 8・9 の全ての時点に
おいて 0.1％水準の有意差が認められた。
1年4月（5群間） 1年7月（4群間） 1年11月（3群間） 1年2月（2群間）





























F値 4.73* 1.11 0.74 0.50
多重
比較
1年4月までの中退者>非中退者 なし なし なし
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が少なく、図 10・11 においても両群のポイント差が明確に表れている。なお t 検定の結果より、「先
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図 10　「話し相手（家族）」 図 11 「話し相手（友人）」
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図 12　「話し相手（先輩）」 図 13 「話し相手（担任の先生）」
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なった」である。なお t 検定の結果より、図 15～19 の全ての時点において 0.1％水準の有意差が
認められた。
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図 15　「充実した高校生活だった」 図 16　「期待以下の高校生活だった」
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だろうか。そこで以下では上述の質問項目と、3 年時 11 月（wave11）での「学校満足感」や「健
康状態」との相関分析の結果を、中退リスク群と非リスク群のそれぞれについて確認する。
そして表 2・3 を見れば、3 年間の学校生活をやってこれたのは「誰か（何か）のおかげ」で
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表 4　非リスク群の「学校満足感」「健康状態」と、「この 3年間を振り返って、ここまでやって
これたのは、誰（何）のおかげ（支え）だったと思いますか」との相関分析
相関係数 .266 *** .451 *** .455 *** .427 *** .490 *** .350 *** .369 *** .064 **
度数
相関係数 -.052 *** -.110 *** -.129 *** -.148 *** -.109 *** -.149 *** -.098 *** .144 ***
度数












6698 6697 6686 6705 6680 6673 6669 1479
表 5　中退リスク群の「学校満足感」「健康状態」と、「この 3年間を振り返って、ここまでやっ
てこれたのは、誰（何）のおかげ（支え）だったと思いますか」との相関分析
相関係数 .277 *** .482 *** .486 *** .391 *** .511 *** .291 *** .400 *** 0.04
度数
相関係数 -.082 ** -.082 ** -.081 ** -.099 *** -.139 *** -0.05 -.085 ** 0.08
度数











1125 2971129 1126 1126
2961126112711271130
5．まとめと考察
以上より、本稿の分析結果は以下の 5 点にまとめられる。第 1 に、中退予測要因となる「学校
満足感」や「健康状態」は、特に中退が目前となる段階で明確にリスク要因化していた（図 1・2）。
第 2 に、1 年時の中退者は「家族」を相対的に話し相手としていなかったことが確認されつつも、
他に彼らにどのような話し相手がいたのかについては、その中退時期との関連をも含め、さらな
る検討を加える余地が残された。（図 3～7）。







話し相手とする頻度が一貫して低く（図 10～14）、またその 3 年間の学校生活が「誰（何）のお
かげ（支え）だった」とも相対的に感じられていなかった（図 20）。
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注
1) なお同調査に 1 度も回答することなく中退した生徒 18 人はデータが確認できないため、分析から除外した。
重ねて、2～3 年時に中退した生徒（211 人）のうち、2 年時以降の回答が 1 度も確認できない生徒（103 人）
の割合は 48.8％となっており、学校に親和的でない生徒の学校生活を把握することの困難性が示唆される結
果となった。
2) 同項目では、図 3～7 で提示する話し相手に加えて、「ネット等で知り合った人」や「その他」についても尋
ねているが、本稿では生徒の学校生活の内実により焦点化するため、割愛する。
3) 図 10～14 に重ねて、両群の「好きな授業がある」や「授業がよくわかる」についての推移も確認すると、非
リスク群によって授業への肯定的な回答が見られ、中退リスク群の授業へのコミットメントが比較的低水準
であったことも推察される。























部活動（N=7874） 31.9 25.4 14.8 28.0
学校行事（N=7876） 19.8 39.0 26.1 15.1
授業（学校の勉強）
（N=7864） 13.5 39.3 31.9 15.4
友人関係（N=7884） 53.5 37.3 6.3 3.0
この高校の先生
（N=7856） 19.3 39.5 27.3 13.9
家族（N=7849） 44.7 37.6 12.8 5.0
将来の夢や目標
（N=7844） 31.3 41.3 19.8 7.6
その他（N=1789） 9.2 11.0 12.0 67.8
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